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組織の概要

■名称及び代表者名
株式会社⼭崎屋⽊⼯製作所
代表取締役 ⼭﨑 慎⼀郎

■所在地
〒387-0013 ⻑野県千曲市⼩島2817（⼯場：⻑野県千曲市中555-1）

■環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者 ⼭﨑 慎⼀郎
担当者 ⼭﨑 ⼀毅
連絡先 TEL＆FAX：026-272-2765

■事業内容
特注家具・什器・⽊製サッシ製造販売

■事業規模
売上⾼ 246,000千円（2021年3⽉）
従業員 19⼈（2022年7⽉）
敷地⾯積 1883.54㎡

■認証・登録の対象組織
登録組織名 株式会社⼭崎屋⽊⼯製作所
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環境関連製品 wooden windows
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環境経営⽅針
■経営理念
お客様の喜ぶ顔が⾒える製品を造り提供し続ける

■経営基本⽅針
私達は独創技術開発の製品で顧客に奉仕し適正な利益を得る
私達は社員全員の成⻑成果⽣活向上の豊かさに努⼒をはらう
私達は弛まぬ技術⾰新に挑戦し企業と各⼈の成⻑と安定を図る

■環境経営⽅針
⾰新技術・⾰新創意を⽤いて、新たなる付加価値を創造し提供することを
⽬指す。
オーダー家具・空間コーディネート・ウッドサッシ企画、製造販売を通し
てゼロエミッションをスローガンとし環境保全に努⼒をはらう。

■⾏動⽅針
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⼆酸化炭素の削減に取組みます。
・不在場所の消灯をします。
・燃料効率を考慮した運転をします。
・ペーパーレス化の推進。

産業廃棄物削減に取組みます。
・材料を無駄なく使⽤する。
・不良を減少させる。

新たなる付加価値製品の⽣産性向上に取組みます。
・油性塗料を廃⽌し⽔性塗料を推進。
・トリプルガラスの推奨。

環境関連法令の遵守、適正管理に取組みます。

2022年4⽉1⽇ 株式会社⼭崎屋⽊⼯製作所
代表取締役 ⼭﨑 慎⼀郎



代表者 【環境経営システムの最⾼責任者】
・環境経営⽅針の策定
・環境経営システムに必要な⼈・資⾦・設備を提供
・環境経営レポートの承認
・代表者による全体の評価・⾒直し・改善の指⽰

環境管理 【環境経営システムの構築・運⽤・⾒直し】
責任者 ・環境経営システム⼿順の確⽴、環境経営レポートの策定

・環境負荷と取組状況の把握と評価
・環境経営⽬標・環境経営計画の取りまとめ・代表者へ実施状況
の報告

・緊急事態の想定と訓練、環境関連法規の特定と遵守教育の計画
と実施

事業部 【環境経営⽅針の周知】
責任者 ・環境経営⽬標達成のための環境経営計画策定と評価

・受注管理・製造・実⾏計画
・職場チームワークによる環境負荷の低減、⽣産性向上のための
改善活動の指揮

全従業員 【環境経営⽅針の理解と地域環境保全への⾃律的⾏動】
・良い会社を作るため環境負荷低減と⽣産性向上に積極的に参加
する
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実施体制と役割
代表者

山﨑 慎一郎

家具事業部

大谷 健一郎

ウッドサッシ事業部

竹内 港
経理部

環境管理責任者

山﨑慎一郎

役割・責任・権限



環境経営⽬標
■環境負荷低減を⽬指す項⽬について
弊社は2022年5⽉度より活動をスタートさせ同年5⽉6⽉7⽉の3ヶ⽉間を初回
活動期間としました。環境負荷低減を⽬指す項⽬は電気・ガソリン・軽油・
灯油・⽔使⽤量の5項⽬と致しました。

■3ヶ⽉間運⽤結果（2022年5⽉・6⽉・7⽉） カッコ内は基準値に対する削減率。

電⼒の⼆酸化炭素排出係数は、株式会社エナリス・パワー・マーケティングの調整後排出係数（2018年度）「0.479kg-CO2/kWh」を⽤いた。

■中期⽬標（2022年度・2023年度・2024年度） カッコ内は基準値に対する削減率。

電⼒の⼆酸化炭素排出係数は、株式会社エナリス・パワー・マーケティングの調整後排出係数（2018年度）「0.479kg-CO2/kWh」を⽤いた。

■製品・サービス（2022年度・2023年度・2024年度） カッコ内は基準値に対する増加率。

CO2固定化量の算出は、林野庁「建築物に利⽤した⽊材に係る炭素貯蔵量の表⽰に関するガイドライン(炭素貯蔵量計算シート)」に準拠した。
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単位 2021年度 基準値 2022年度 ⽬標値 2023年度 ⽬標値 2024年度 ⽬標値

⼆酸化炭素排出量 Kg ‒CO2 67,376 66,702 (-1％) 66,028 (-2％) 64,681 (-4％)

電気使⽤量 kWh
Kg ‒CO2

96,406
46,757 46,289 (-1％) 45,822 (-2％) 44,887 (-4％)

ガソリン ℓ
Kg ‒CO2

2,640
6,125 6,064 (-1％) 6,003 (-2％) 5,880 (-4％)

軽油 ℓ
Kg ‒CO2

3,926
10,129 10,028 (-1％) 9,926 (-2％) 9,724 (-4％)

灯油 ℓ
Kg ‒CO2

1,753
4,365 4,278 (-2％) 4,190 (-4％) 4,016 (-8％)

産業廃棄物排出量 ｔ ーーー (-1％) (-2％) (-4％)

⼀般廃棄物排出量 ｔ ーーー (-1％) (-2％) (-4％)

⽔使⽤量 ㎥ ーーー 72 (-2％) 69 (-4％) 66 (-8％)

単位 2021.5~7 基準値 2022.5~7 ⽬標値 2022.5~7 実績 評価

⼆酸化炭素排出量 Kg ‒CO2 14,650 14,503 (-1％) 15,083 (+4%) ×

電気使⽤量 kWh
Kg ‒CO2

21,885
10,614 10,508 (-1％) 11,172 (+6%) ×

ガソリン ℓ
Kg ‒CO2

601
1,394 1,380 (-1％) 2,080 (+51%) ×

軽油 ℓ
Kg ‒CO2

1,024
2,642 2,615 (-1％) 1,830 (-30%) ◯

灯油 ℓ
Kg ‒CO2

0
0 0 (-2％) 0 (-0%) ×

産業廃棄物排出量 ｔ ーーー (-1％) 6.41 ーーー

⼀般廃棄物排出量 ｔ ーーー (-1％) 0.09 ーーー

⽔使⽤量 ㎥ ーーー 18 (-2％) 18 (-0%) ーーー

単位 2021年度 基準値 2022年度⽬標値 2023年度⽬標値 2024年度⽬標値

⽊製サッシ製造販売
によるCO2の固定化 t 18 t 20 t (+10％) 22 t (+20％) 23 t (+30％)



環境経営計画
■2022年度（試⾏期間）の環境活動計画とその実施状況評価

評価の基準 ◯ 100％達成。 △90％〜100％未満。 ×90％未満。
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環境経営計画 取組み内容 評価 次年度の計画

①⼆酸化炭素排出量削減

・電⼒削減 デマンド管理による制御 ◯ 継続実施

⾼効率照明機器の導⼊(全LED化) ◯ 継続実施

エアコンフィルター定期清掃 ◯ 継続実施

昼休み消灯 ◯ 継続実施

無⼈時消灯 △ 改めて呼びかけ

・ガソリン、軽油の削減 エコドライブの実施 △ 改めて呼びかけ

アイドリングストップの実施 ◯ 継続実施

営業⾞にハイブリッド⾞を導⼊ ◯ 新規取組み

効率的な配送ルート計画 ◯ 継続実施

⽇常・定期点検の実施 ◯ 継続実施

・灯油削減 こまめな温度管理 ー

②産業廃棄物削減 マニフェスト管理開始（現状把握） ◯ 新規取組み

梱包資材の再利⽤ ◯ 継続実施

古紙・段ボールのリサイクル ◯ 継続実施

分別の徹底 × 改めて呼びかけ

コピー⽤紙の裏紙使⽤ × 改めて呼びかけ

③その他の環境負荷削減

・化学物質の適正管理 購⼊量・使⽤量の把握 × 管理の⾒直し

・⽔使⽤量削減 節⽔を促す啓蒙表⽰ × 改めて呼びかけ

・環境法規関連教育 3ヶ⽉に⼀度座学を実施 ◯ 新規取組み

・緊急事態対応訓練 年⼀回、消⽕・避難訓練の実施 ◯ 新規取組み

④製品・サービス

・⽊製サッシ製造販売に
よるCO2の固定化 各種媒体によるプロモーションの強化 ◯ 継続実施



関連法規等⼀覧及び遵守評価
■関連法規等⼀覧

■遵守評価 (2022.4.1 環境管理責任者による評価)
関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありません。
また、関係当局からの違反等の指摘はありません。

■緊急事態の想定
燃料・化学物質の⼤量保管はしておらず、環境上の緊急事態発⽣の可能性は
ないと判断し、⽕災や地震・⽔害等⾃然災害への対応を緊急事態と想定致し
ます。

■緊急事態への対応策
⽕災や地震・⽔害等⾃然災害への対応策を以下の通りとします。

株式会社⼭崎屋⽊⼯製作所 エコアクション21 9

法規等の名称 遵守すべき主な内容 評価

廃棄物処理法
マニフェストを使⽤した廃棄物の登録と報告
廃棄物の排出量の管理
特別管理産業廃棄物管理責任者の設置

◯
◯

2022年12⽉受講計画

省エネ法 エネルギー消費原単位の改善（努⼒義務） ◯

消防法
消防訓練及び避難訓練実施
消防⽤設備設置届出
指定可燃物貯蔵届出

◯
◯

2022年9⽉届出計画

労働安全衛⽣法

フォークリフト 法定検査・定期⾃主検査の実施
ボイラー及び圧⼒容器規則（第2種圧⼒容器：定期⾃主検査の実施）
作業環境測定の実施
各種健康診断の実施
低圧電気取扱業務特別教育
⾃由研削と⽯取り換え特別教育

◯
◯
◯
◯

2022年12⽉受講計画
2023年1⽉受講計画

有機溶剤中毒予防規則
作業主任者の選任
作業環境測定の実施
局所排気装置 定期⾃主検査の実施

2022年12⽉受講計画
◯
◯

環境上の事故及び緊急事態の想定結果及びその対策

緊急事態の想定と対応策

防⽕管理者 ⼤⾕ 健⼀郎

消防計画の策定 消防法（第8条第1項）に基づき、⽕災・地震・⽔害その他災害予防と⼈命の安
全及び被害の軽減を図ることを⽬的とし、防⽕管理について消防計画を定める。

訓練の実施 年に1回、消⽕・避難・安否確認の訓練を実施します。



代表者による全体評価と⾒直し
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弊社は2022年5⽉度よりエコアクション21への取組みを開始しました。
3ヶ⽉の初回活動期間において電気・ガソリン・軽油・灯油・⽔使⽤量
について試⾏致しましたが軽油使⽤量以外いずれも⽬標値をクリアする
には⾄りませんでした。
数値化された⽬標に対し取組みを実施する中で、こまめな消灯や節⽔な
ど基本的な⾏動に従業員の環境活動への意識の向上を実感しております。
本年度は取組みの遅れている活動項⽬は早期に対策を実施するよう指⽰
し全従業員⼀丸で実践し数値の改善が実感できることに期待し挑戦して
まいります。

2022年8⽉1⽇ 株式会社⼭崎屋⽊⼯製作所
代表取締役 ⼭﨑 慎⼀郎


